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吋指定三乙イ念物

サザン カ (天然記念物)

指定年月日 平成13年11月1日

所在地長浜町大字豊茂

所有者松田崇幹

サザンカはツバキ科の木で、紅花は園芸種で原種は白花です。

豊茂郷地区の丘陵に自生するこのサザンカは、根回り約1.5m

で樹高は約10mあります。高 さ 1mの辺りから 5本の幹に分か

れ、これから四 方 に 5-6mの枝を伸ば し て 半 球 状 に よ く 茂 っ

ています。普段はどこにあるか分かりませんが、秋の終わり頃

になると白い花が全体に咲き、綿を切っ て か け た ク リ ス マ ス ツ

リーのように人目を引き、 豊茂のシンボルとして各集落から見

ることができます。

健康日本21 (最終回)

人権作文 ー維新の港ながはま

いんふおめーしょん

預金保護の範囲が変わります

国民年金コーナー

ルポー文芸

ー歳 で す 表 彰
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j管7;J}(j)感銘
-21世 における盟関 壊づくり運動~

:1.完

@3月号から始まった「健康日本21J のシリース、も今月号で最終囲になりました。

見逃した月はありませんか 7今月号では、もう一度その内容を見直してみたいと思います。

あなたにあった健康づくりの方法はありますか?ぜひ、もう一度『広報ながはま』を聞いて

みてくださし」

書議号、今関識も喝3前官官事!

青運動不是が賓にえまる人→ 青葉瞳{こ失散しやすい人→
・今より 1，000歩多く歩くことを目標に。 -たくさんあります、喫煙の悪影響。

(時間で約10分、距離で、600~700m)
)1 

(赤ちゃんが苦しがっています)

事告がんの予防→事者体重が気になる人→
-適正体重の求め方

適正体重= [身長 (m)J2x22 

・暴飲暴食、喫煙、飲酒、辛いも

のが好き。(身に覚えがある人

はこの号へ)

背骨のもろさが気にえまる人→
ヲ金歯の健康に不安のある人→

-歯ぐきのやせ、グラツキ、口臭など。

-転倒による骨折、多いんですよ。 20歳

までのttj舌宵慣が強い骨づくりに大き

な影響を与えます。 (お口のトラブル対策は正しい歯磨

きから)

事者ストレスが気にえまる人→
-ちょっとここらで、ひと休み。頑張り

すぎていませんか?

ヲ封飲みすぎが気になる人→
-週に 2日は休肝日を。

ヲ年寝たきりにはtJ.りた〈ない人→
-脳卒中は寝たきりになる原因の約 4割。

貴いつまでも元気てかたい人11→
。“自分の体"を知って、自分にあった健康づく

りを 1

E ・ 園 開 圃 四 国 圃 E 園自且幽昌嗣園田圃園田園園園園田園園圃圃園園田園園園田園田園 E 聞 --園-- 盲目園・・・ E 園圃園田園田司園田園 E 園・ z 圃圃血歯固園田園田匡幽園凶・・--圃 E 開回圃園園・圃ーー---園田園園田圃-~......圃白幽司

~健診を健醸づくりに役立てましょう~
①症状が無くても年 1回は健診を受け、早期に病気を見つけましょう 1

②検査結果は健康手帳や日記に記入しておくと、体調の変化とあわせ

てみたい時に役立ちます。

③“異常があった" “結果の見方が分からない" “結果は『異常なしJ
でも、以前と比べて変化が大きい検査値がある"など、健診結果に

不安のある人は、保健センターへご相談ください。あなたにあった

健康づくりの方法などお手伝いできると思います。
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言り詐(?:2e
議事龍も蕗暮し電事事審瞳/1;:骨
肱川では、主:たから冬にかけて冷気を伴っ

た「肱川あらし」が発生します。この現象

は世界的にも珍しく、登録丈化財である我

が国最古の道路可動橋「長浜大橋」を吹 き

抜ける荘厳な骨みは、季節の風物詩として

知られています。

このたび、 下記のとおりこの「肱川あ ら

し」の写真作品を広く募集します。皆さん、

どしどしご応募ください。

E募 集 期 醒 〕平成14年 1月31日 ま で

Eテーマ] I肱川あらし」と長浜大橋

Eサイス〕カラープリント四つ切り

F 

E応募先]フジ カラー取扱庖または長浜町役場経済課(〒799-3401愛媛県喜多郡長浜町大字 長 浜

甲480-3)

E発表1平成14年 2月 中 旬 愛 媛 新 聞 紙 上(入賞者には直接通知)

E応募上の注意.]0応募作品に制限はありませんが、未発表のもの。 o応募票(自作も可)に必

要事項明記の「て、作品裏面に添付。 。入賞作品の版権は主催者側に属します。 o入賞者は所 定 の

LIまでにネガを主催者に提出。 。原則と して 1人 1賞。 。 応 募 作 品 は 返 却 し ま せ ん 。

E賞]0推薦 1人(賞状と賞金 3万円-フジカラー副賞)0特選 2人(賞状と賞金 2万円・フジ

カラー副賞)0準特選 5人(賞状と賞金 1万円・フジカラー副賞)0佐作(賞状とテレホンカー

ド・フジカラー副賞)

Eお問い合わせ1長浜町投場経済課(督。893-52-1111.惰)2121) まで。

曹臨む自麗蹄弘主主詫間説話K~噛蹴E抱:~~:按お鵠現識圃 1

5点字通信講査を ¥自撞もみじまつり耳生大金の H

g 爵配措;先制 i fii 入貰者が決まりました
点字を全く知らない方を対象 i

に、テキストにそって点字を打つ l こ のたび、白滝商工観光連盟主催で「白滝も?

でいただき、郵 送 さ れ た も の を i みじまつり写生大会Jが開催され、白滝・柴・

添削して送り返す方式で、点字 i 戒川小学校児童87人から応募がありました。

をマスターするところまでご指! 11月 9日、白滝公民館で行われた審査の結果、

導します。
次の34点が入賞しました。(敬称略)

@金賞
I期間}

窪亜梨沙(白滝小 1年)船田陸師(白滝小 2年)
平 成14:4三 1月 15日から 1年間 i

大野初美(柴小 3年)二宮葵(戒川小 4年)
(期間中イ可回でも添削を受ける:

別宮早紀(白滝小 5年)森愛(白滝小 6年)
ことができます。郵送料は無料 1 @銀賞

金賞に輝いた窪亜梨沙ちゃん
(白滝/j¥1年)の作品

です。) i i高 石歩花・別宮事(以上白滝小 1年)上満タ梨華(白滝小

[費用] 12，800円 : 2年)徳田柚衣・石山祥子(以J".白滝小 3年) ・鎌田愛美-

I申し込み締め切り・方法] : 高石奈歩(以上白滝小 4年)清水大樹・東悠里(以上白滝

平 成14年 1月10日まで。はが l 小 5年)矢野雅之(白滝小 6年)

きに資料請求と書き、次の住所: @銅賞

宛にお送りくださし、。 (FAX-dJ): 石山恭子・上回葵・桜田康允(以上白滝小 1年)上満正之-

E申し込み園お問い合わせ先11 児 玉梨香子・白石優太(以上白滝小 2年)上田真子・細川

市川点字図書館通信部(干10i 佳代 (以上白滝小 3年) ・尾上大海・徳田耕太郎(以上白 ; 

8-0014東京都港区芝4-7-6:尾 i 滝小 4年) ・岡崎真奈(柴小 4年) ・上満研吾・大野真 里 i 
奈・尾上久晃(以上白滝小 5年) ・宮本渚(白滝小 6年)

家ピル 1階:宮・ Fax03-5439-6: 

772) 
泉桃恵園大野槙悟・坂井志帆(j;)、上柴小 6年) : 
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電器聾議盟議鍾盟題聾琵謹盛詮盟謹盛盛盛盛盛竪輩援護患遺遊掴醜鑓接連畠 苦極接援護謹翠窓翠箆箆:w.:重量0":::'::::，忍誕蝿詩語量窓護憲空手活道聾容器話器宮邑 言語軍導護主主主主祭:::~奇麗謹盟量密感電盤盛琵盟髭謹鍾額題題器盟議題露盤温

室重産会身障害者 聖職場でのトラブ)~r: ミ理審j喜四美容1蓋 3 ヲリ-

I fz:療費助成制度 し お酌狩ヘ;一向躍。ぽ
iこついてのお知告せ車~愛輸事渦からのお?鳴らせ~ Sマーク登録躍で!

この制度の目的 は、重度心身 10月 1日から個別労働関係坊 Sマークは、厚生労働大臣認

k章害者に対して医療費の一部を 争解決促 進 法 が 施 行 さ れ ま し た 可の標準約款制度に従って営業

助成することにより、重茂心身 O個々の労働者と事業主の聞の Lているお出です。

障害者の生活の安定と福祉の増 労働条件、募集・採用、セクシュ この Sマ ー ク を 庖 頭 に 表示し

涯を図るためのもので、対象と

なる方は次のとおりです。

E対象者1

国民健康保険など何らかの医

療保険に加入しており、

。身体障害者円辰 1級 また は 2

級の方

アルハラスメント等、労働関係 ているお自なら安全、衛生、技

のあらゆ る 紛 争 を 対 象 と し たJ愛 称Jが似証され、皆様の信頼でき

助を行います。 るお1吉選びの大きな目安となり

④まず、総合労働相談コーナー ますc

で相談及び情報提供を行いますっ また、万一の場合、事故賠償

②次 に、当事者間で解決が同 基準に基づいた補償も受けられ

難な場合には、愛媛労働局長が ますー。

。療育子rtt長A級の 方 、 ま た はB 解決の方向について助言・指導 【お問い合わせ] (財)愛嬢県

級の⑪の方で身体障害者手帳を

所持している方

E対象除外の方3

生活保護の適用を'三砕けている方

「資格の取得及び喪失3

医療費の助成を受けることが

できる方の資格は、受給者証交

を行います。 生活衛生堂業指導センター(器

③さらに、弁護士・大学教授 089-924-3305 )まで‘。

で構成される紛争調整委員会が、

紛争解決のための点灯壮λJ会 行

し、ま

【お聞い

愛援労働局総セ

付の決定日から、資格要件に該 ナー (宮089嶋田 二
当しなくなった日までですo

E手続ぎに必要 な も の1

身体障害者手帳、療育手帳、

医療保険証、印鑑

5-5208: 

【お問い合わせ]役場保健介護
松山空港からは、大唾民間ソウルとの定期航空路線や海外への

課国保係(告52-1111・欄2071)
チャ←ター便が運航しており、ますます海外が身近なものに なつ

まで。

伊館設Bらの
お知らせ

女性の健康相談
[ Ef A寺】 1 2月 20日 (オミ)

午 後 4時 ι 5時

{場所]大洲保健所

思春期保健相談
I日日寺] 1 2月 27日 (ノj") 

午 後 1時-4時

ド蕩月斤]};.沙トr1呆f建:庁干

※上記、ともに要電話予約。

無料。

[お問い合わせ圃予約先1大洲

保健所(密 24-3165)まで。

一 5~

ています。

年 間を通じ、安くて如期間でグルメやショッピングが楽しめ る

スポット韓国。治安のよい観光国家として、これまで多くの 観危

害が旅行されています。

「ちょっとそこまで」感覚で、松山竺港からのソウル隷を利用

して、韓国に行ってみませんか。

運航スケジュー)J...

o Z 1 76 
ソウ瓦ーア忌山着
18;oo l 1叩

1 ，--0:瓦o
9:00 

12:30 

i新刊情報です ~長浜町立図書館~

書名

プロジェクトX リーダーたちの言葉

日今日からできるなりたい自分になる100のjJ法

0λ活字 日本民詰集 1-15各(作品社)

。叩解!経済のしくみ

著者

今 J十彰

r r ~Li I者二子

小島祥一

。日本がなfきだから言いたLミ! 大森和夫編



変わる3
0万一金融機関が破綻した場合でも、預金者一人言語た明、定期預金等

売*1，000万問までとその利息は、果隼4月以降も保護されます。

0合算して完本1，000万円までとその利息は、あ〈までも最鑑保障ですの

で、受け取れるのは1，000万円fどけではありません。

0言語塵預金圃普通預金等は、平成15年3月まで全額保護されています。

1預金等の保護の範圏

| 平成14年3月まで

当座預金 i 
普通預金 全額保護

l 別段預金
対象となる l 
預 金|その他の預金等

| 定期預金

l 定期積金
ピック¥ワイド等

全額保護

[対象とならない預金]

平成14年4月=:-_I 
平成15年3月まで

一;
合算して元本
1，000万円までと
その利息(※)

持守

一一寸

平成15年4月以降

合算して元本
1，000万円までと
その利息(※)

外貨 預 金 | 
譲渡牲預金 | 

全額保護
被綻した金融機関の賭産の状況に応じて支払|

(一部力ツ卜されることガある。)
ヒット等 | 

※正本1，000万円までとその利息、を超え る 部 分 に つ い て は 、 破 綻 金 融 機 関 の 財 産 の 状 況 に応

じて支払われますので、一部カ、ソトされることがあります。

注:預金等全 額保 護の 特例 措置 につ いては、子成14年 3月31日までに壮済金融機関から預金

保険機構への資金援助の申し込みが行われることが必要です。

対象金融機関

O銀行(1 r本国 内に 本自 のあ るも の)0信用金庫O信金中央金庫O信 用 組 台

。全国信用協同組合連合会O労働 金庫O労働金庫連合会

注: 1 日 本 国 内 に 本 自 の あ る 余 融 機関が海外支庖で受け入れる預金等は、預金保険制度 の

対象外になります。

2 農林中金、農協、滑、協、水産力11工業協同組合は、預金保険制度とほぼ同様の「農水

産業 協 同 組 合 貯 金 保 険 制 度Jに力日入しています。

詳し<(玄、金融機関の窓口等にお問い合わせいただぐか、金融庁、預金保険機構、金融底

報中央委員会のホームベージをご参照〈た、さい。

-6-



且 2J亀ぬ加鴻副民岱
E記

あ拡たの人生も癒覆しE脅す

年金額は完全物価スライド方式です。実質的な価値ガ保証されているので安心です。

納められた保険料は、全額社会保険料控除の対象となりま習。

国民年金1立国ガ責任を持って運営する公的年金です。費用の1/3は国ガ負担しています。

重量
乎成14年盆月かち同長年金の

長浜高校美術部⑤カパ吉

取り強いの変更について
半額免除制度が強まります

ム
えて土

号、

守

tミ

-7 

平成14年 4月から従来の全額免除に力11え、国民年金保険料

の 半額が免除きれ、半額を納什する f!j!J度が始空ります。(年

金額の言|主主では、保険料、1"額免除期間は、似15食料を納めたWJ

間の2/3の司e(凶となりまナ)

0本人の申請により、前年の所得によって決定されます。

第3号被保険者の窟出が勤務先経嘩になりま
第 3 そ;*皮 f~~険者の届出は、明在、住所地のi[J 町村役場にご

自分で届け出ていますが、平成14年 4月からは、利便性のIrrJ 

上、未屈の防止を図るために、健康保険の怯弘主者の屑11¥と

1渚に、事業主から社会保険事務所へ提出することになりま

ーす。

〔お問い合わせ]設場住民福祉課年金保(宮52-1111c清i)2062)まw

i年末年事舎の問罪閉曹関の酷止!

年末年始は、犯罪。事故が多発しやすい時期です

犯罪 e事故!こ遭遇した r1 1 0 J蓄に通報を!

日分が被害に遭ったときや、他の人が被害に遭っ

:ているのを見かけたときは、すぐに警察に通報して

ください。

¥恐喝・強盗 ひったくむ スリ

、u Lザ組閣齢;



深
め
よ
う
生
活
文
化

1
町
生
活
文
化
祭

1

十
月
二
十
七
j

二
十
八
日
の
二
日
間
、

ふ
れ
あ
い
会
館
を
主
会
場
に
第
二
十
八

回
長
浜
町
生
活
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、

家
族
連
れ
な
ど
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
っ

た。
ふ
れ
あ
い
会
館
で
は
、
趣
味
の
グ
ル
ー

プ
や
子
ど
も
た
ち
の
、
絵
画
や
書
、
盆

栽
な
ど
多
数
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
鑑

賞
者
の
視
線
を
引
き
つ
け
て
い
た
。

一
方
、
あ
い
に
く
の
雨
の
た
め
町
体

育
館
で
の
開
催
と
な
っ
た
各
種
バ
ザ
1
・

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
創
世
記
ヤ

コ
ブ
さ
ん
に
よ
る
ス
リ
リ
ン
グ
な
け
ん

玉
シ
ョ
ー
や
、
石
割
定
治
さ
ん
に
よ
る

昔
懐
か
し
い
あ
め
細
工
の
実
演
な
ど
が

行
わ
れ
、
来
場
者
は
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
い
た
。

交
通
の
安
全
確
保
を

ー
交
通
安
全
総
点
検
1

十
月
三
十
一
日
、
旧
町
内
を
中
心
に

交
通
安
全
総
点
検
が
行
わ
れ
、
警
察
や

各
種
団
体
、
交
通
安
全
関
係
者
ら
二
十

人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
行
政
と
住
民
が
一
体
と
な
っ

て
道
路
交
通
環
境
の
点
検
を
行
い
、
交

通
の
安
全
確
保
を
図
ろ
う
と
初
め
て
実

施
さ
れ
た
も
の
。
参
加
者
ら
は
、
二
コ
ー

ス
に
分
か
れ
、
旧
町
内
各
所
を
約
一
時

盛り上カずったけん玉ショー

間
余
り
歩
き
な
が
ら
、
路
面
の
凹
凸
箇

所
や
、
道
路
へ
の
は
み
出
し
物
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
I
の
基
口
な
ど
を
注
意
淳
与
エ
ツ

ク
し
て
い
た
。

地
域
の
活
性
化
を

ー
豊
茂
ふ
る
さ
と
祭
り

1

十
一
月
十
一
日
、
豊
茂
小
学
校
を
、
T
工

会
場
に
、
第
十
五
回
豊
茂
ふ
る
さ
と
祭

り
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
た

約
千
五
百
人
で
賑
わ
っ
た
。

地
域
の
結
び
つ
き
を
深
め
活
性
化
を

凶
ろ
う
と
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
の

祭
り
。
小
学
校
児
童
ら
に
よ
る
一
輪
車

パ
レ
ー
ド
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
同
時
に
、

餅
つ
き
や
各
種
パ
ザ
l
コ
ー
ナ
ー
に
は

大
勢
の
人
だ
か
り
が
で
き
て
い
た
。

路面やカーブミラーをチェックする参加者

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

や
O
×
ク
イ
ズ
の
ほ
か
、
大
正
琴
、
野

村
ち
び
っ
子
舞
踊
回
、
郷
土
芸
能
の
披

露
、
餅
撒
き
な
ど
も
行
わ
れ
、
来
場
者

ら
は
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
て
い
た
。

直
圃
回
配
置
置

u
柴
俳
句
会
リ

合
掌
の
集
落
彩
る
秋
桜

小

西

カ

メ

子

思
い
出
と
共
に
し
ま
い
ぬ
夏
帽
子

新

満

穂

倒
れ
て
も
花
咲
き
揃
う
秋
桜

坂

井

良

忠

月
高
し
村
は
静
か
に
夢
の
中

坂

井

喜

久

子

球
入
れ
に
届
か
ぬ
力
運
動
会

渡

辺

千

代

子

運
動
会
母
校
に
遊
ぶ
卒
寿
翁

窪

美

恵

子

秋
空
に
高
く
響
く
や
鼓
笛
隊

清

水

ヨ

シ

子

秋
澄
む
や
子
を
た
し
な
め
る
手
話
の
母

柴

中

年

栄

老
人
吾
孫
三
人
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

林

定

子

H

柴
小
学
校

H

く
り
の
い
が
三
こ
ひ
ろ
っ
て
一
等
賞

一

年

崎

誠

大勢の来場者で賑わった豊茂ふるさと祭り

岡

秋
の
夜
ヤ
モ
リ
が
ま
ど
で
か
り
を
す
る

一

年

竹

村

玲

一

朝
の
庭
い
ち
ょ
う
の
葉
っ
ぱ
が
真
つ
一
黄
つ

黄

三

年

上

同

期

太

も
み
じ
さ
ん
滝
に
流
れ
て
一
人
旅

一

二

年

大

野

初

美

一

柿
の
実
が
ほ
と
っ
と
落
ち
て
ふ
ん
じ
ゃ

う

よ

三

年

大

野

稜

太

団
体
戦
父
の
背
中
に
乗
っ
か
っ
た

四

年

岡

崎

真

奈

も
み
じ
さ
ん
滝
に
流
れ
て
き
ょ
う
そ
う

だ

四

年

竹

村

愛

香

い
ね
の
ほ
が
地
面
に
あ
い
さ
つ
こ
ん
に

ち

は

四

年

森

川

紀

郁

枝
豆
は
お
じ
さ
ん
み
た
い
に
毛
深
い
な

渡

遺

義

仁
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四
年

中
嶋
亮
太
君
ら
優
勝

S
町
内
小
学
校
陸
上
競
技
大
会
1

十
月
十
一
日
、
長
浜
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
町
内
小
学
校
陸
上
競
技
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す

。

(

敬

称

略

)

男

子

士
ハ
十

m〕
①
中
嶋
亮
太
(
長
浜
)
9

秒
5
②
大
本
晃
正
(
櫛
生
)
9
秒
6
③

大
田
千
尋
(
大
和
)
9
秒
9



〔百

m〕
①
山
下
洋
平
(
長
浜
」
は
秒

5
②
玉
井
崇
浩
(
大
和
)
日
秒
3
③
中

嶋
亮
太
(
長
沢
)
日
秒
6

【
六
十

m
ハ
ー
ド
ル
〕
⑦
山
下
洋
平

(
長
浜
)
叩
秒
2
必
一
宇
都
宮
聡
(
大
和
)

日
秒
8
③
玉
井
章
和
(
櫛
生
)
日
抄
2

{
走
り
幅
跳
び
】
①
菊
地
内
門
良
(
豊
茂
)
〔
穴
ム
u
m〕
①
稲
津
今
日
子
(
長
浜
)

3
m
m
②
玉
井
章
裕
(
櫛
生
)
3
m
日

9
秒
7
②
後
藤
愛
香
(
喜
多
灘
)
9
秒

③
宅
井
崇
浩
(
大
和
)
3
m
日

9
③
法
辺
明
日
美
(
白
滝
)
9
秒
9

〔
走
り
高
跳
び
】
①
村
上
心
(
楠
生
)
門
吉

m
〕
①
泉
桃
恵
(
柴
)
日
秒
4
②

1
m
万
②
徳
旧
真
彦
(
大
和
)
1
m
n

段
、
川
一
明
日
美
(
向
滝
)
竹
山
秒
8
③
後
藤

⑤
宇
都
宮
聡
(
大
和
)
1
m
n

愛
香
(
喜
多
灘
)
日
秒
9

門
ソ
フ
ト
ポ
!
ル
投
げ
〕
①
菊
地
啓
良
〔
六
十

m
ハ
ー
ド
ル
〕
①
稲
津
今
日
子

(
曲
一
一
再
茂
)
見
山
田
②
矢
野
慣
也
(
大
和
)
(
長
浜
)
日
秒
O
一
②
二
宮
礼
(
長
浜
)

日
m
m
w
一
九
一
畝
中
剛
(
白
滝
)
出

m
即

日

抄

2
③
森
愛
(
白
滝
)
日
秒
4

〔
四
百

mリ
レ
l
〕
①
長
浜
(
山
下
・
〔
走
り
幅
跳
び
】
①
大
一
七
愛
美
(
大
和
)

l
l〔

μ祝
日
勺
1
1
f三
江
戸

o
p
z一
〉
し
詩
人
弘
主
係
。
)
袋
縁
仏
J
1
c
J

迄
主
主
主
ox戸
【
浅
沼
伐
江
戸
》
じ
れ
川

:
1
4
h

一
間
一
一
一
け
婦
諸
情
鴨
川
祖
母
myJ
一掛一
M
M
淀
川
町
内
…
良
国
随
一

し

よ

う

こ

上
満
開
子
ち
ゃ
ん
(
白
滝
)

み
ん
な
に
好
か
れ
て
、
一
苅
鼠
三
-
J
:
M
Z
J
I
V
E

一
~

一

気

に

す

く

す

く

と

成

長

し

て

¥

マ

ijJ一
ペ
ー
ー
長
陣
れ
一

験
麹
咽
帽
に
一
、
J
r
Y
4
酔
依
際
際
町
お
湯
瀦
織
嫡
瀬
中
小
回

一

ほ

し

い

と

願

っ

て

名

付

け

ま

暗

号

1
1
J二
鰯

離

羅

生

一

崎

一

y
d
j
M叫
j

♂
一
議
醜
関
野
町
園
田
開
線
灘
門
口

一

し

た

。

女

の

子

ら

し

く

優

し

『

…

!?~λJ簿
川
議
8

一

一
く
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

F
f
j
h紘
一
ど
…
古
河
島
問
一

子
一
二
一
戸
ー
一
号
審
議
轄
艇
警
持
一

輔
副
醜
闘
野
嘉
義
繋
輔
、
成
一

鞠
畿
間
園
轟
関
判
官
ド
J
2
J
警

平

幽
国
副
頭
瀦
総
懸
猶

11一
治
一
一
宮

J
F域
諸
紛
然
山

(父
H
理
安
さ
ん
・

舟
H
ゆ
か
り
さ
ん

中
恥
・
渡
直
一
一
科
出
)
引
秒
3
②
櫛
生

(
大
本

-
V一
井
・
城
戸
・
村
上
)
出
秒

5
③
大
和
(
玉
井
・
(
八
日
本
・
矢
野
・
太

田
)
臼
秒
9

!女

子

3
m
u
m
r津
田
絵
美
(
長
浜
)
3
m
4

③
武
出
倫
実
f

長
浜
)
3
m
4

〔
走
り
高
跳
び
】
①
鎌
田
歩
(
長
浜
)

1
m
m
②
宵
下
友
田
一
(
戒
川
)
l
m
u

③
徳
山
幸
恵
(
白
滝
)
1
m
げ

〔
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
ザ
〕
①
宮
下
友
里

(
戒
川
)
お

m
引
②
尾
上
恵
美
(
出
海
)

お

m
必
③
大
石
愛
美
(
大
和
)
お

m
7

[
四
百

mリ
レ

i
〕
①
長
浜
(
水
本
・

東
・
津
出
・
稲
津
)
臼
秒
8
④
櫛
生

(
松
治
・
小
森
・
菊
地
・
木
冬

)ω
秒

2
③
柴
(
泉

a

収
井
・
徳
山
・
上
田
)

ω秒
5

玉
井
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寵
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郡
内
小
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比
大
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十
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九
日
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内
子
運
動
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
喜
多
郡
小
学
校
陸
k
競
技

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
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な
お
、
主
な
成
績
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の
と
お
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で

す
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催
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郡
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兵
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櫛
生
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公
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館
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)
は
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永
年
に
わ
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公
民
館
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動
推
進
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れ
た
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績
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よ
り
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さ
多
郡
公
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絡
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し
た
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{
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動
に
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献
さ

れ
た
次
の
方
々
が
、
優
良
公
民
館
職
員
・

永
午
勤
続
公
民
館
運
背
審
議
会
委
員
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
表
話
、
感
謝
状
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
(
敬
称
略
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霊
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公
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会
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長
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)
、
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野
貴
夫
(
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公
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前
主
事
)

〔
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県
公
民
館
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状
〕
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公
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館
運
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岡
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志
(
中
央
公
民
館
)
、
井
内
禎
子
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蕊
同
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渡
進
久
義
一
以
上
大
和
公

民
館
)
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吉
本
武
夫
(
山
市
公
民
館
)
、
古

井
直
(
古
島
公
民
館
)
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日 曜日 1:r 事 名 士暴 所 時 間

19 水 びん・ 缶収集日

20 木 3種混合予防接種 保健センター 1 3 :00~ 13:30 

21 ノ豆、2、L 有害ごみ収集日

ベッ トボトル・

26 水 発泡スチロール収

集日

28 金 粗大ごみ収集日

古紙 ・紙パック収
1/4 金

集日

ベットボトル・

9 水 発泡スチロール収

集日

育児サークル・育 10:00~11:30 

児相談、歯科相談
10 木 保健センター

1 i歳半友び3歳児 13:00~ 13:30 

健診

燃やさないごみ収
11 金

集日

平成13年も 12月 を残すのみになり、月日の 過 ぎ る

速さに驚くばかり。年頭には 1年の計画を立て て 、

有意義な日々を送 り 、 少 し で も 研 錯 を 積 み 、地域社

会のために尽力しようと 思 ったのに、 何 一つお役に

立つこともできず、恥ずかしさで一杯。

それにしても 、現代の社会には事件・事故が多す

ぎる。家庭内の暴力 ・虐待 をは じめ 、一 般社会での

各種非人道的な事件 の多発には目を覆いたくなる 。

人権無視の風潮ではなかろうか。 世界の先進国日本

の国民の猛反省を促したい。今日(10月26日)の新

聞にも、通り魔事件で 4人 が 負 傷 し た 記 事 が出てい

て、腹立たしくなる。 人の命の大切さを噛み締めて、

相手を尊重するこ と を 忘 れ て は な ら な '-"0全 国 民 の

紳を一 層深め、 明るく住みよい社会づくりに励みた

u、も σコ。
ところで、今回米国の潜水艦グ リ ー ン ビ ルに衝突

され沈没 した字和島水産高校の実習船「えひめ丸」

の 9人の死亡は 、ご遺族はもちろん、水産高校生と

保護者の皆さん、全県民の悲しみでもある 。 10月26
日には、 8人目のご遺体が見つかったが、残り 1人

のご遺体が一日も早く見っかり、ご遺族の悲しみを

少しでも救ってあげてほしし、。米国との賠償交渉も

2年 以内に完結させたいとのことだが、 時聞がかか

りすぎる 。 ご遺族 の 悲 し み は 計 り 知 れ な い ことを思

うと 、 1日も早い解決を切望する 。

現代社会は、高 齢 化 ・ 少 子 化 が 激 し く 、 産業 -経

済の振興に多大な影響を及ぼし、将来の発展は お ぼ

つかな'-"0今こそ全県民が英知をしぼり、郷土の発

展 ・振興策を考え、住民が一致団結し、 2002年へ飛

躍する原動力となる努力を惜しまず、明るく豊かで

人情味ある郷土づくりに遁進することを誓い 実 践 し

合おう 。郷土の発展はきっと約束されること疑いな

い。 ごf建闘を千斤る 。
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問
月
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分
(
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称
略

イ主

戸万下
須
戒

保
内
町

豊

茂

豊

茂

白

滝

大
洲
市

下
須
戒

保
内
町

{c士
市悶

婚氏
日山飯浅宮安上山

名

田野本口森野

梨雅由勝美照

田野

t少

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

m月
届
出
分
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称
略
)

住

所

子

の

氏

名

保

護

者

名

長

浜

長

浜

沖

甫

下
須
戒

下
須
戒

曽 井山松 島
根上本田田

玲矧]り香か玲t智 t
奈な子ニ音史奈な広2

哲秀正
誠 也 誠策光

お
〈
や
み

叩
月
届
出
分

(敬
称
附
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

長今櫛仁

浜坊生久

友

石
石

内

矢
野
元

小

西

清 村 宗 正

子
(
九
こ

繁

(八
九
)

男
(
八
七
)

市

(八
九
)

長黒穂櫛

織晃香量美義樹久

浜 田 積生

サ
キ
ヱ

(八
二
)

幸

雄

(
三
九
)

石
戴
(
九
O
)

保

(
六
こ

水徳藤 石

田堂沼 本

み
な
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

地
域
の
話
題
や
、
珍
し
い
現
象
・

あ
る
瞬
間
の
写
真
な
ど
お
気
軽
に

ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

投
稿
先

・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
総
務
課
情
報
管
理
係

(下
記
)

ま
で
。

人口・世帯数のうごき

10月 末現在 前月との比較

9，623人 12人減

A 口 (男 4，541人) (男15人減)

女 5，082人 女 3人 増

世帯数 3，592世帯 6世 帯減
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